　「The Four Suitors of Benitah」訳本

　「Benitahの四人の求婚者」

　著者　Jole Yolivess
　１０歳になるまでOin Parnafacasisは、Gnisis の最上流家庭の内でも選り抜きの集団に属していた。彼らは最高級の仕立屋に足を運んでは、同じ家庭教師の下に就いて、いつも決まった仲間とだけ交友を持っていた。母親が亡くなって、今まで自分たちが生活の糧にしてきた金が、彼女の盗賊稼業から捻出されていたのを父親は知ることになった。唐突に、Oinは自分の立場を知らされることになる。つまり、彼の全く思いも寄らなかった社会に身を置かねばならないという事実である。そして、彼らは貧しかった。
　結局のところOinは、唯一つ自分に向いていそうな技術を使って口を糊していくことを学んだ。つまり、造園である。程なくして、willow anther、gold kanet、chokeweed、white bloatroot、そしてtrama shrubsの咲き誇る素晴らしい庭園を育て上げた。同時に、庭園の他には、ほとんど自ら口を開こうとはしないような自分をも育て上げたのである。彼は無教養で天賦の才も無く、運動も苦手で周囲とも打ち解けていなかった。しかし、彼には意中の人が在った。その相手は、こうした不運に見舞われる以前に知り合っていた、Benitah Gorgothという、巻き毛と朗らかな笑顔の持ち主の愛らしい少女であった。一度、Oinが遊んでいた折に、彼女を苛めようとしていた奴を追い払ってやったことがあるのだ。そして、その時に彼女が見せた感謝の眼差しは、Oinに幸福な日々を送らせるに充分なのであった。
　さして遠くない昔の或る春にOinが庭園の世話をしていると、太いtramaの潅木ごしに数人の話し声が漏れ聞こえてきた。それによれば、Gnisis でも最高の財産と人望を集めている内の一人である貴族のSedura Indoril Pavflek MamoonaがSerjo Benitah Gorgothと結婚するだろうと言うのである。彼は落胆した。あの遊びの時に見せてくれた眼差しから、ほんの９年たらずで、彼女は他の相手を見つけてしまったのである。
　春は夏になり、夏は秋になり、Oinは作った薬草を売り始めた。その客の中には、有名な街の治療師であるKena Yakin Baelの姿も在った。彼はOin とBenitahの両方の家庭教師であった人であり、その彼女の夫の体調が思わしくないと教えてくれたのである。Oinは湧き上がる幸福感を抑えつつも仕事を進めていったものである。
　それから長く経たない内にSedura Indoril Pavflek Mamoonaは病に倒れて、Yakin Baelを含めた優秀な治療師によって全ての方法が尽くされたにも関わらず、彼は死んでしまったのである。その日、薬草を届けに来ていたOinは言った。「まだBenitahと会うことが在るなら、どうか、お悔やみを彼女に伝えておいて下さい」
　「Nchow」Yakinは答えた。「彼女のカウンセラーたちに混じって一言でも伝えられたらね。彼らはBenitahに新しい夫を見つけてやろうとしているよ。それで、Morrowindでも一番に力の強い男とだけ結婚すると、彼女も明言しているんだよ」
　「それは誰です？」Oinは尋ねる。
　「“力強き”Horath」Yakinは答える。「人差し指と親指だけで荷馬車を持ち上げられるそうだよ」

　「僕の筋力〔strength〕を高める魔法を知っているでしょう？」Oinは言った。「それを、今すぐ教えて欲しいのです」
　「非常に良ろしい」Yakinは答える。「ただし、その代わりに、来季のtramaの根は全て私のものだからね」

　それを了承したOinに、彼の筋力を高める魔法を教えてくれたのである。それを完全に習得するまでには暫らくの時間を要したけれど、体中を巡る魔力の流れを心に描いて、その魔力を正に筋肉繊維へと流し込むことによって、元々の貧弱な筋力を一時的に遥かに向上させることが可能となったのである。そして、Gnisisの街でHorathと相まみえた彼は、その魔法を唱えてから力比べを挑んだのである。
「“力強き”Horathとは、この俺のことだ」Oinの思った通りに、彼は名乗りを上げる。「親指と人差し指だけで荷馬車を持ち上げてやろう、見るが良い」そして、それを実行してみせた。
　「“力強き” Nimlomとは、この俺のことだ」Oinは風雅な名前をでっち上げてみせる。「お前の荷馬車を泊めてある馬小屋を人差し指だけで持ち上げてやろう、見るが良い」そして、それを実行してみせたのである。
　この地方にはHorathを越える豪傑が居るらしい、そんな噂が瞬く間にMorrowindを駆け巡ることになった。Oin は友人のYakin Baelを訪ねることにした。
　「Benitah嬢の耳にも“力強き”Nimlomの噂は舞い込んでいたよ。それに、こうも言ってたね。思い違いをしていた、自分が探している結婚相手は力の強い男性ではなくて、Morrowindでも最高の知性を誇る偉大な学者である、とね」
　「それは誰です？」Oinは尋ねる。
　「Kena Warfel Tomasin」Yakinは答える。「どんな相手にも知恵比べでは負けないそうだよ」
　「僕の知性〔intelligence〕を高める魔法を知っているでしょう？」Oinは言った。「それを、今すぐ教えて欲しいのです」

　「非常に良ろしい」Yakinは答える。「ただし、その代わりに、来季のwhite bloatrootは全て私のものだからね」

　それを了承したOinに、次の二週間で、その魔法を教えて使えるように訓練を付けてくれたのである。知識と才能が攻め立てるだろう不意の猛攻から精神を如何にして守ればよいのか、そして、Oinの意識に侵入してくるだろう不意の思想と議論について如何にして身を処すればよいのか、それをYakinは教え込んでくれたのである。そして、Gnisisの魔術師ギルドでWarfel Tomasinと相まみえた彼は、その魔法を唱えてから知恵比べを挑んだのである。

　「私がKena Warfel Tomasin です。私には、Akatosh、Nirn、そしてOblivionが同一の存在であると証明できます」そう言ってWarfelは、そのことを証明する数式を書き出してみせる。
　「私がKena Zombel Mokafaです。私には、あなたが存在していないことを証明できます」そう言ってOinは、そのことを証明する数式を書き出してみせる。そして、その場からKena Warfel Tomasinは蒸発してしまったのである。
　この地方にはKena Warfel Tomasinを越える賢者が居るらしい、そんな噂が瞬く間にMorrowindを駆け巡ることになった。Oin は友人のYakin Baelを訪ねることにした。

　「Benitah嬢の耳にもKena Zombel Mokafaの知性の噂は舞い込んでいたよ。それに、こうも言ってたね。思い違いをしていた、自分が探している結婚相手は知性のある男性ではなくて、Morrowindでも最高の忍耐力を誇る岩のような人物である、とね」
「それは誰です？」Oinは尋ねる。
「Combova師だろうね」Yakinは答える。「２０分もの間、青く燃える炎の上に立っていられるそうだよ」
「僕の忍耐力〔endurance〕を高める魔法を知っているでしょう？」Oinは言った。「それを、今すぐ教えて欲しいのです」
「非常に良ろしい」Yakinは答える。「ただし、その代わりに、来季のchokeweedは全て私のものだからね」

　それを了承したOinは、次の数週間で、自身の忍耐力を年月が刻まれた岩のそれと化する魔法を習得した。寒さ、毒、炎、それに目も眩む光にも肩をすくめるだけであるように、それらの痛みを魔法の貯蔵地に引き込んで追い払ってしまう術を学んだのである。その修行を終えてから、彼はMadachの商店でCombova師と相まみえたのである。
　「私がCombova師です」そう言って男は、彼の隣に居る魔女を肘で突ついてみせる。「Kena Leles君、青く燃える火の球を私に投げてみなさい。」そして、２０分もの間、そこを立ち去るまで地獄の業火の中に座っていてみせた。
「Combova師、私はVomph師と申します」Oinは言う。「Kena Leles君、青く燃える火の球を私に投げてみなさい」そして、ほぼ１時間ちかく、そこを立ち去るまで地獄の業火の中に座っていてみせたのである。
　この地方にはCombova師を越える忍耐力の持ち主が居るらしい、そんな噂が瞬く間にMorrowindを駆け巡ることになった。Oin は友人のYakin Baelを訪ねることにした。
　「Benitah嬢の耳にもVomph師の忍耐力の噂は舞い込んでいたよ」そのOinの最新の仇名には賛成しかねると言ってから、Yakinは言葉を続ける。「それに、こうも言ってたね。思い違いをしていた、自分が探している結婚相手は忍耐力のある男性ではなくて、Morrowindでも最高の素早い身のこなしを誇る人物である、とね」

「それは誰です？」Oinは尋ねる。
「Funcrazot Priifだろうね」Yakinは答える。「盾で身を守るのとスリの技術とはMorrowindでも一番だそうだよ」

「僕の素早さ〔agility〕を高める魔法を知っているでしょう？」Oinは言った。「それを、今すぐ教えて欲しいのです」
「非常に良ろしい」Yakinは答える。「ただし、その代わりに、来季のgold kanetは全て私のものだからね」

それを了承したOinに、魔力と一緒に衝動を放つ魔法を彼は教えてくれた。数週の間に、彼本来の能力を魔法によるそれと交換して、非常に素早い人のように世界をゆっくりとした速度で捉えられるようになる術を習得した。それから、街の外れの平野で日課の練習を行っていたFuncrazotの所にやってきた。そして、魔法を唱えてから軽業師に近付いて行ったのである。
「やあ、Funcrazot Priifの驚くべき力を御覧あれ」そう言うとPriifは、自分を剣で切り付けるよう相棒に向けて促す。１０分もの間、その剣の攻撃を盾でもって難なく受け流してみせると、その後で、実は相棒の財布をすっていたのだと明らかにしてみせた。
「Priif、何とも素晴らしいこと。さあ、このGazouf Moughの驚くべき力を御覧あれ」そう言うとOinは、自分を剣で切り付けるようPriifの相棒に向けて促す。２０分もの間、その剣の攻撃を盾でもって難なく受け流してみせると、その後で、実は“Funcrazot Priif”の財布をすっていたのだと明らかにしてみせたのである。
　この地方にはFuncrazot Priifを越える素早さの持ち主が居るらしい、そんな噂が瞬く間にMorrowindを駆け巡ることになった。Oin は友人のYakin Baelを訪ねることにした。しかし、ドアは閉ざされており、中から声が漏れ聞こえてきたのである。
　「Gazouf Moughの噂は聞いていますかね？」Yakin Baelの尋ねる声。「あなたの結婚相手には、非常に相応しいようですが」
　「本当を言えばね、Kena。彼には、それに“力強き” NimlomにもKena Zombel MokafaにもVomph師にも全くもって興味は無いの」聞き覚えの在る女の声が答える。「真実の愛を探す時間を稼ぐのに、また新しく婚約者のテストを考え出さなくちゃいけないわ」
　「誰よりも力が強くて知恵が在って忍耐力を具えて素早い身のこなしの婚約者との結婚は、それを望んではいないのですね？」老治療師が尋ねる。
　「ええ、全然ね」女が答える。「私の財産と、それに前の夫のを目当てにやってくる何人もの男たちの求婚を断るような試練を作らなきゃならなかったの。本当はね、どうしても忘れられないの。私が子供だった時に、いじめっ子を勇ましく追い払ってくれた男の子のことを。彼の名前は、そう、Oin Parnafacasisだったわ」
　Oinは部屋に駆け込んでBenitahと再会を果たした。そして、すぐに二人は結婚式を挙げることになったのである。その一週間後、Yakin Baelの下に戻ってきた彼は、来季のwillow antherと引き換えに自分の人格〔personality〕を向上させる魔法を教えてもらった。そうして、二人は末永く幸福に暮らしたそうである。
